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はじめに

肥満は，世界における重要な公衆衛

生課題である．ここ20～30年における

肥満者割合の急増は，肥満の健康リス

クに関する関心を高めてきた1）．この

ような状況のなか，世界保健機関

（WHO）は1997年に，ジュネーブにお

いて肥満に関する専門家会議を開催し

た．この会議の目的は，それまでの肥

満に関する疫学的情報をレビューし，

世界における肥満の有病状況と経年変

化を把握し，世界の肥満の予防と制御

のための公衆衛生施策や計画を立てる

ことであった．この会議には，25カ国

からヘルスケアや肥満の専門家が集ま

った2）．そこでは，異論もないわけで

はないが3），肥満は一種の疾病として

とらえられ，有病状況，肥満発生に関

連する要因，肥満が引き起こす疾病，

肥満の経済評価，肥満予防対策策定の

ための基準，今後継続すべき研究など

について検討された．本稿では，ここ

で検討されたことのうち，方法論的に

注意すべき点と，その後の小児の肥満

に関する疫学研究について述べること

とする．

１．過体重と肥満の定義に

関連して

「肥満」と「過体重」はしばしば同義

語として使われるが，厳密には両者は

区別されるべきである．肥満は脂肪組

織が過剰にある状態をいうが，過体重

は身長に見合った体重以上であること

をいう．しかしながら，肥満を直接測

定することが困難なことや体重が体脂

肪量と高い相関を示すことから，身長

に対する体重を指標として成人の肥満

や過体重を評価しており，成人では

body mass index（BMI）が広く用いら

れている．BMIは，人種間，年齢階級

別，性別では体脂肪率との関係が異な

ることが示されている4～8）．すなわち，

同じBMI値であっても，ポリネシア人

と白人ではポリネシア人の方が体脂肪

率は低く，60歳を超えると体脂肪率が

高くなり，男性と女性では男性の体脂

肪率が低い．したがって，疫学調査研究

においてBMIをどのカットオフ値で肥

満と判定するかによって，研究結果が左

右される可能性も示唆されており9～12），

今後さらに検討する必要があろう．また，

BMIに加えてウエスト・ヒップ比も導入

すべきであろうと勧告されている．

２．小児期・思春期の肥満研究

小児・思春期の若者は，体構成が変

化する成長期にあるため，過体重や肥

満をどのように評価するかは複雑であ

る．これまで国際的に用いられてきた

子どもの肥満判定基準は，米国の国立

保健統計センター（National Center

for Health Statistics；NCHS）が1970

年代後半に作成した成長曲線であっ

た．WHOも０～５歳までの成長曲線

を作成した．1997年の専門家会議のレ

ポートでは，当面はこれらの基準を用

いることを勧めているが，さらに新し

い基準づくりを推奨している．米国の

NCHSと疾病管理センター（Centers

for Disease Control and Prevention；

CDC）は，国民健康診断調査（NHES）

や国民健康栄養調査研究（NHANES）

のデータをもとに，性年齢階級別の成

長曲線を改訂し，また，年齢別のBMI

のパーセンタイル値を求めた．米国の

専門家会議では，BMIの分布において

95パーセンタイル値を超える者を肥満

とし，85～95パーセンタイル値にある

者を過体重とするよう提言している13）．

また，Coleら14）は６カ国の０～25歳の

約19万人のデータを用いて，18歳の

BMIが25と30に匹敵する各年齢（２～

18歳）のBMI値を試算して，小児の肥

満判定基準を提唱している（表）．

過体重や肥満を判定する方法の如何

に関わらず，小児・思春期の肥満の有

病率は高く，経年的にもここ20～30年

間，ずっと上昇し続けている．このよ

うな背景のもと，小児肥満に関する研

究論文数は1990年はじめには230前後

であったものが，1999年には約490と

なり，倍増している15）．小児・思春期

の肥満については，前述の肥満判定の

指標や基準に関する研究のほか，小

児・思春期の肥満が一過性のものか，

若年，成人へと継続して，肥満関連リ

スクが高くなるのかについての検討が

多く行われている．これらの結果では，

小児の過体重の状態と成人・壮年期に

おける過体重の状態には正の相関が観

察されたものが多いが16～19），そのよう

な関係はみられなかったものもあり20），

さらに検討が必要であろう．
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以上，肥満判定に関する検討や小
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各国の肥満疫学調査

児・思春期肥満の疫学研究について簡

単に紹介した．国によっては，40年以

上も前の出生コホートの検討が行われ

たり，大規模なコホート調査研究が進

展している．小児肥満の成因，成人後の

影響などを検討するため，わが国にも

大規模な小児コホート研究が望まれる．
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2 18.41 18.02 20.09 19.81
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3 17.89 17.56 19.57 19.36
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18歳時のBMI 25kg/m2相当 18歳時のBMI 30kg/m2相当
年齢（歳）

男性 女性 男性 女性

表　小児の過体重判定のための男女別年齢別カットオフ値案（ブラジル，英国，香港，

オランダ，シンガポール，米国のデータをもとに設定）
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